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マ
レ
ー
系
や
華
人
系
、
イ
ン
ド
系
な
ど

の
多
民
族
が
暮
ら
す
マ
レ
ー
シ
ア
で
、
ナ

ジ
ブ
首
相
が
「
ワ
ン
・
マ
レ
ー
シ
ア
」（
一

つ
の
マ
レ
ー
シ
ア
）
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲

げ
、
民
族
調
和
に
腐
心
し
て
い
る
。
前
回

の
２
０
０
８
年
総
選
挙
で
大
幅
に
議
席
を

減
ら
し
た
与
党
連
合
（
国
民
戦
線
）
を
率

い
る
ナ
ジ
ブ
首
相
に
と
っ
て
の
至
上
命
題

は
、
２
０
１
３
年
ま
で
に
行
わ
れ
る
次
期

総
選
挙
で
の
勝
利
。
そ
の
鍵
を
握
る
の
は
、

人
口
の
３
割
を
占
め
る
華
人
系
と
イ
ン
ド

系
か
ら
の
支
持
の
回
復
で
あ
り
、
ワ
ン
・

マ
レ
ー
シ
ア
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
そ
の
屋
台

骨
と
言
え
る
。

　

２
０
０
９
年
４
月
に
首
相
に
就
任
す
る

以
前
か
ら
、
多
数
派
を
占
め
る
マ
レ
ー
系

の
優
遇
政
策
見
直
し
に
言
及
し
て
き
た
ナ

ジ
ブ
首
相
は
、
就
任
後
ま
も
な
く
金
融
・

サ
ー
ビ
ス
分
野
で
の
資
本
規
制
の
見
直
し

な
ど
に
着
手
し
た
。
与
党
第
１
党
の
統
一

マ
レ
ー
国
民
組
織
（
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
）
の
総
裁

を
務
め
る
だ
け
に
、
マ
レ
ー
系
へ
の
配
慮

で
難
し
い
か
じ
取
り
を
迫
ら
れ
て
い
る
が
、

改
革
姿
勢
は
華
人
系
な
ど
の
支
持
取
り
付

け
に
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
よ
う
だ
。

◇
前
回
総
選
挙
を
教
訓
に

　

マ
レ
ー
シ
ア
の
人
口
構
成
は
、
マ
レ
ー

系
と
先
住
民
族
を
合
わ
せ
た
「
ブ
ミ
プ
ト

ラ
」
が
60
％
、
華
人
系
が
23
％
、
イ
ン
ド

系
が
７
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
ブ
ミ
プ

ト
ラ
に
は
憲
法
で
「
特
別
な
地
位
」
が
保

障
さ
れ
、
長
年
に
わ
た
っ
て
教
育
や
就
職
、

株
式
所
有
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
優
遇
措
置

が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
相
対
的
に
経
済
力

の
弱
い
ブ
ミ
プ
ト
ラ
を
支
援
し
、
資
本
保

有
率
を
高
め
る
の
が
狙
い
だ
。

　

具
体
的
に
は
、
マ
レ
ー
系
と
華
人
な
ど

の
非
マ
レ
ー
系
が
衝
突
し
た
１
９
６
９
年

の
民
族
暴
動
を
受
け
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府

は
ブ
ミ
プ
ト
ラ
の
経
済
的
地
位
の
向
上
を

目
指
す
「
新
経
済
政
策
」（
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
を
１

９
７
１
年
に
導
入
。
ブ
ミ
プ
ト
ラ
の
資
本

時
事
通
信
社
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
支
局
特
派
員

梅
澤 

幸
治
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マ
レ
ー
シ
ア
の
ナ
ジ
ブ
政
権
、民
族
調
和
に
腐
心

＝
次
期
総
選
挙
で
の
勝
利
が
至
上
命
題
＝
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所
有
率
を
30
％
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目

標
に
、
優
先
的
に
株
式
を
割
り
当
て
る
な

ど
し
て
き
た
。
Ｎ
Ｅ
Ｐ
は
１
９
９
０
年
に

終
了
し
た
も
の
の
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
を
優
遇

す
る
政
策
は
そ
の
後
も
継
続
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策

は
、
華
人
系
や
イ
ン
ド
系
の
不
満
を
助
長
。

ま
た
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
の
間
で
も
、
優
遇
策

の
恩
恵
に
あ
ず
か
る
層
と
、
そ
う
で
な
い

層
と
の
間
で
不
公
平
感
を
生
じ
さ
せ
た
。

　

２
０
０
８
年
３
月
に
行
わ
れ
た
前
回
総

選
挙
で
は
、下
院
２
２
２
議
席
の
う
ち
、１

９
９
議
席
を
占
め
て
い
た
与
党
連
合
「
国

民
戦
線
」
が
、
１
４
０
議
席
に
大
き
く
後

退
。
１
９
６
９
年
の
総
選
挙
以
来
39
年
ぶ

り
に
、
憲
法
改
正
に
必
要
と
な
る
全
議
席

の
３
分
の
２
を
下
回
っ
た
。
一
方
の
野
党

は
20
議
席
か
ら
82
議
席
に
躍
進
し
、
１
年

後
の
ア
ブ
ド
ラ
前
政
権
退
陣
に
つ
な
が
っ

た
。
前
回
の
総
選
挙
で
は
、
マ
レ
ー
系
の

人
口
構
成
比
率
が
比
較
的
低
い
都
市
部
で

与
党
連
合
候
補
の
落
選
が
目
立
ち
、
華
人

系
や
イ
ン
ド
系
な
ど
の
票
が
野
党
に
流
れ
、

与
党
の
大
敗
に
つ
な
が
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
ア
ブ
ド
ラ
前
首

相
の
後
を
継
い
だ
ナ
ジ
ブ
首
相
は
早
々
に
、

ワ
ン
・
マ
レ
ー
シ
ア
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
打

ち
出
し
た
。
国
民
の
一
体
感
を
高
め
る
と

と
も
に
、
国
民
全
体
の
生
活
の
底
上
げ
を

図
る
の
が
狙
い
だ
が
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
背

景
に
華
人
系
や
イ
ン
ド
系
か
ら
の
支
持
を

回
復
さ
せ
る
目
的
が
あ
る
の
は
明
ら
か
だ
。

　

ま
た
ナ
ジ
ブ
首
相
は
就
任
後
間
も
な
く
、

サ
ー
ビ
ス
分
野
の
ブ
ミ
プ
ト
ラ
資
本
規
制

の
見
直
し
を
発
表
。
そ
の
後
も
、
金
融
自

由
化
策
や
上
場
企
業
の
ブ
ミ
プ
ト
ラ
出
資

義
務
の
撤
廃
を
明
ら
か
に
し
、
外
国
資
本

の
参
入
障
壁
を
一
部
軽
減
し
た
。
外
交
で

は
、
中
国
や
イ
ン
ド
の
首
相
と
の
会
談
を

実
現
し
、
両
国
と
の
関
係
を
強
化
す
る
方

針
を
明
ら
か
に
す
る
な
ど
し
て
い
る
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
の
独
立
系
調
査
機
関
で
あ

る
ム
ル
デ
カ
・
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い

る
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
ナ
ジ
ブ
首
相
の

支
持
率
は
就
任
当
初
、
華
人
系
で
は
２
割

程
度
と
低
か
っ
た
が
、
そ
の
後
、
５
割
を

超
え
る
水
準
に
ま
で
上
昇
し
、
こ
れ
ま
で

同
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ン

「ワン・マレーシア」（一つのマレーシア）をスローガンに掲
げるナジブ首相。［写真／AFP ＝時事］



外交 Vol. 6 ｜172

ド
系
か
ら
の
支
持
率
も
首
相
就
任
当
時
か

ら
倍
増
し
、
８
割
に
達
し
て
い
る
。

◇
野
党
は
揺
さ
ぶ
り

　

次
期
総
選
挙
で
の
政
権
交
代
を
目
指
す

野
党
連
合
（
人
民
同
盟
）
の
指
導
者
で
あ

る
ア
ン
ワ
ル
元
副
首
相
は
２
０
１
０
年
３

月
に
、ワ
ン
・
マ
レ
ー
シ
ア
と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
、
か
つ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
の
バ
ラ
ク

元
首
相
が
使
っ
て
い
た
「
ワ
ン
・
イ
ス
ラ

エ
ル
」（
一
つ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
）
に
似
て
い

る
と
の
主
張
を
連
邦
議
会
で
展
開
。
両
国

政
府
と
も
同
じ
米
系
広
告
会
社
と
契
約
し

て
お
り
、
同
広
告
会
社
が
ワ
ン
・
マ
レ
ー

シ
ア
の
事
実
上
の
考
案
者
だ
と
指
摘
し
、

ナ
ジ
ブ
政
権
に
揺
さ
ぶ
り
を
掛
け
た
。

　

ア
ン
ワ
ル
元
副
首
相
の
主
張
の
趣
旨
は
、

イ
ス
ラ
ム
国
家
で
あ
る
マ
レ
ー
シ
ア
が
、

イ
ス
ラ
エ
ル
を
支
援
す
る
米
国
の
広
告
会

社
か
ら
知
恵
を
借
り
て
い
る
の
は
問
題
だ

と
い
う
も
の
で
、
民
族
・
宗
教
問
題
を
背

景
に
ナ
ジ
ブ
政
権
の
「
金
看
板
」
を
突
き

崩
す
戦
略
だ
と
言
え
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
ナ
ジ
ブ
首
相
は「
ワ
ン
・

マ
レ
ー
シ
ア
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
自
分
自
身

の
ア
イ
デ
ア
だ
」
と
し
て
、
ア
ン
ワ
ル
元

副
首
相
の
主
張
を
否
定
。
同
広
告
会
社
も
、

ワ
ン
・
マ
レ
ー
シ
ア
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
考

案
に
は
関
与
し
て
い
な
い
と
の
声
明
を
発

表
し
た
。
ア
ン
ワ
ル
元
副
首
相
は
、
連
邦

議
会
で
虚
偽
の
主
張
を
展
開
し
た
と
し
て

懲
罰
動
議
が
出
さ
れ
、
同
年
12
月
、
半
年

間
の
登
院
停
止
処
分
に
追
い
込
ま
れ
た
。

　

ワ
ン
・
マ
レ
ー
シ
ア
を
め
ぐ
っ
て
は
ま

た
、
前
回
の
総
選
挙
と
同
時
に
行
わ
れ
た

州
議
会
議
員
選
挙
で
野
党
連
合
（
人
民
同

盟
）
が
政
権
を
奪
取
し
た
ス
ラ
ン
ゴ
ー
ル

州
政
府
が
、
与
党
連
合
（
国
民
戦
線
）
に

政
治
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
州

内
で
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
な
ど
の
広
告
を
禁
止

す
る
動
き
に
出
た
こ
と
も
あ
る
。
ワ
ン
・

マ
レ
ー
シ
ア
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
国
民
の

一
体
感
を
高
め
る
狙
い
と
は
裏
腹
に
、
与

野
党
の
政
治
的
な
対
立
の
火
種
と
な
っ
て

い
る
の
が
実
情
だ
。

◇
急
転
換
に
は
反
発
も

　

ワ
ン
・
マ
レ
ー
シ
ア
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

各
種
の
経
済
改
革
に
よ
り
、
華
人
系
と
イ

ン
ド
系
か
ら
の
与
党
連
合
（
国
民
戦
線
）

へ
の
支
持
に
改
善
の
兆
し
が
あ
る
と
は
い

え
、
ナ
ジ
ブ
首
相
の
支
持
基
盤
は
や
は
り

マ
レ
ー
系
で
あ
り
、
統
一
マ
レ
ー
国
民
組

織
（
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
）
の
総
裁
と
し
て
マ
レ
ー

系
の
世
論
は
無
視
で
き
な
い
。
ブ
ミ
プ
ト

ラ
政
策
の
急
激
な
転
換
に
は
、
既
得
権
益

を
持
つ
マ
レ
ー
系
の
反
発
が
予
想
さ
れ
る
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
が
中
所
得
国
か
ら
高
所
得

国
に
移
行
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
２
０
１

０
年
３
月
に
発
表
し
た「
新
経
済
モ
デ
ル
」

に
は
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
を
「
よ
り
透
明

で
、
市
場
に
適
し
た
」
も
の
に
見
直
す
方
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針
が
盛
り
込
ま
れ
、「
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
の

廃
止
と
も
読
め
か
ね
な
い
表
現
」（
外
交

筋
）
が
議
論
を
呼
ん
だ
。

　

た
だ
政
府
は
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
の
資
本
保

有
率
を
30
％
に
引
き
上
げ
る
従
来
の
マ
ク

ロ
目
標
は
維
持
す
る
方
針
を
示
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
全
体
の
40
％
を
占
め
る
低
所

得
層
を
対
象
に
、
人
種
に
関
係
な
く
支
援

策
を
講
じ
て
い
く
方
針
を
示
し
て
い
る
も

の
の
、
ナ
ジ
ブ
首
相
が
今
後
、
ど
こ
ま
で

ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
の
見
直
し
に
具
体
的
に

踏
み
込
む
の
か
、
道
筋
は
ま
だ
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
な
い
。

◇
高
所
得
国
へ
の
移
行
目
標
掲
げ
る

　

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
外
国
資
本
の
導
入

を
推
し
進
め
た
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
元
首
相
が

首
相
在
任
中
の
１
９
９
１
年
に
、
２
０
２

０
年
ま
で
に
先
進
国
入
り
を
果
た
す
と
の

国
家
ビ
ジ
ョ
ン
を
発
表
し
て
い
る
。
ナ
ジ

ブ
首
相
は
、
こ
の
目
標
に
向
け
た
「
経
済

変
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
Ｅ
Ｔ
Ｐ
）
を
２
０
１

０
年
10
月
に
発
表
し
、
高
所
得
国
へ
の
移

行
の
た
め
年
率
平
均
で
６
％
の
経
済
成
長

を
実
現
し
た
い
考
え
だ
。

　

ナ
ジ
ブ
首
相
は
Ｅ
Ｔ
Ｐ
を
発
表
し
た
後
、

Ｅ
Ｔ
Ｐ
の
主
要
事
業
と
し
て
特
定
し
た
個

別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
こ
れ
ま
で
に
数
回

に
わ
た
っ
て
自
ら
発
表
し
て
い
る
。
ナ
ジ

ブ
首
相
は
、「
以
前
の
発
表
か
ら
の
進
展
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
イ
ン
パ
ク
ト
を

総
体
的
に
収
集
す
る
の
は
重
要
な
こ
と

だ
」
と
説
明
し
て
い
る
が
、
そ
の
背
景
に

は
、
経
済
成
長
に
向
け
た
国
内
外
の
投
資

が
政
府
の
取
り
組
み
の
下
で
着
々
と
進
ん

で
い
る
こ
と
を
国
民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
狙

い
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

　

２
０
２
０
年
ま
で
に
先
進
国
入
り
を
果

た
す
と
の
国
家
目
標
は
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
元

首
相
自
身
、
達
成
に
悲
観
的
と
も
さ
れ
る
。

た
だ
、
国
民
の
一
体
感
を
高
め
、
次
期
総

選
挙
で
の
政
権
維
持
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
ワ
ン
・
マ
レ
ー
シ
ア
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
同
様
、与
党
連
合
（
国
民
戦
線
）
に
と
っ

て
は
現
時
点
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を

持
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

（
う
め
ざ
わ 

こ
う
じ
）

虚偽の主張を展開したとして、登院停止処分に追い込まれ
たアンワル元副首相（中央）。［写真／AFP ＝時事］




